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（有料広告）

【毎日の備えが、明日へ繋がる】
　大災害が発生し自宅が被災、もしくは被災する可能性があるときは、避難所等の安全な場所に避難しそこで避難生活
を送ることになりますが、公的機関からの避難所への生活必需品等の提供には時間がかかります。
　また、生活必需品等の提供は避難所の開設が長期間となる見込みがある場合で、開設が短期間の場合、原則、提供は
ありません。
　避難所は「難を避ける場所」であり、宿泊施設ではありません。最低限の生活必需品等については、自分で持ってい
きましょう。
　なお、避難所生活に必要なもの（非常用持ち出し品）は専門品である必要は無く、皆さんが普段利用しているお店で
購入出来る物で代用可能です。キャンプなどで使用するものの延長と考えれば、良いかもしれません。
　災害は突然やってきます。いざというときに適切な行動ができるように日頃からよく考えておきましょう。毎日の備
えが、明日へ繋がります。

【非常用持ち出し品の例】
・飲料水
・食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
・貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
・救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
・ヘルメット
・その他（軍手、懐中電灯、タオル、携帯ラジオ）
※乳児のいる家庭はミルクや紙おむつ、ほ乳びんなども用意しておきましょう。

国縫振興会館が完成！
　老朽化により建替工事を実施しておりました国縫振興会館が完成しました。この会館は国縫消防分団機械器
具置場を併設しており、平成30年12月18日より使用開始しております。
　また、会館の敷地内には国縫自治会が地域住民の交流を図るため、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュ
ニティ助成事業を活用し、滑り台、シーソー、ベンチ５基を設置しました。

※ この助成事業は、コミュニティの健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報を目的として一般財団法人
自治総合センターが助成しております。

助成事業を活用し、会館前に遊具を設置しました。


